
X型 コラーゲンの局在 を観察 した。

本研究の結果,以 下の結論 を得た。

1.離 乳時期 を早め早期 に固形飼料に移行 した

P14で は,対 照群 に比べ体重増加が早 かったが,

38日 目では差がなかった。

2.P14の 飼料摂取量は,生 後38日 目では対照

群に比べ少ない傾向を示 した。

3.顎 骨計測では,P14は 生後23日 目において

は対照群 よりも上顎の幅がわずかに小 さく,下 顎

歯列 前方の長 さが大 きかったものの,生 後38日

目では対照群より全体的に小 さかった。

4.免 疫組織化学的観察では,P14の 軟骨内の

肥大細胞層におけるX型 コラーゲンの陽性反応は,

対照群に比べて弱かった。

以上の結果から,マ ウスの断乳時期を早めた場

合,軟 骨の骨化に伴 う顎骨の成長に遅延が認め ら

れた。その一因として,下 顎頭軟骨の肥大細胞層

のX型 コラーゲン発現は弱 く,発 現時期の遅れが

あると考 えられた。

本論文に関 して,審 査委員会が平成24年7月

27日 に開催 された。委員 より,1)断 乳 時期 と

身体成長に関す る検討の臨床 的意義2)マ ー

カーとしてのX型 コラーゲンの選択理由3)1

および Ⅱ型 コラーゲンとX型 コラーゲンとの違い

等について質疑があり,い ずれも申請者か ら的確

な回答が得 られた。 また委員会での指摘 に添って,

1)用 語 ・記載様式の統一2)緒 言,考 察の修

正 と追加3)図 表の修正がなされた。なお,申

請者に対す る語学試験の結果から,英 語の読解能

力を十分有 していると判定 した。

本研究は歯科医学の発展に寄与するものと考え

られ,申 請者は学位授与に値す ると判定 した。
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論文の内容および審査の要旨

離乳期におけるマウスの顎運動記録や咀嚼 筋活

動に関する研究から,飼 料形状や栄養量の違いに

よる顎の成長発達への影響がこれ までに指摘 され

ている。また食性の違いが,下 顎頭軟骨の厚 さに

影響することが報告 されている。 さらに下顎頭軟

骨の成長に関する免疫組織化学的検索がなされ,

軟骨の各細胞層におけるコラーゲンの発現が報告

されてきた。 しかし,標 準的な断乳時期よりも早

すぎる場合の体重増加や顎骨の大 きさ,下 顎頭軟

骨の骨化に強 く関与す る肥大細胞層内のX型 コ

ラーゲン発現変化について,断 乳時期 との関連 を

検索 した報告は現在 まで存在 しない。

そこで本研究では,断 乳時期の違いによって,

成長過程での顎骨の大きさばか りでなく,下 顎頭

軟骨の細胞 にも変化が現れると考え,マ ウスの体

重,顎 骨成長を検索するとともに,下 顎頭軟骨の

骨化に深 く関与す るX型 コラーゲ ンに着目し,下

顎頭軟骨の成長過程について形態学的に検討 した。

母マウスとともに飼育 し,自 然に断乳 した仔マ

ウスを対照群 として,生 後14,18ま たは23日 目

で断乳 して固形食に移行させた実験群(P14,P

18,P23)を 設定 した。実験群では断乳 まで母

マウスとともに飼育 し,母 マウスには液体飼料,

仔マウスには母乳を摂 らせ,断 乳後は母マウスと

分離し固形食 と水を自由摂取 させた。各群につい

て,体 重と飼料摂取量並びに上下顎骨の幅径およ

び歯列径,下 顎高を計測 した。

下顎頭部の組織学的観察の後,下 顎頭軟骨の顕

微鏡画像をもとに,軟 骨細胞層の厚 さを計測 した。

免疫組織化学的観察は,蛍 光法を用いて軟骨内の


